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クーm坤an問題における最近隣施設選択仮定の緩和  
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最近隣施設のみの利用者と2施設を周遊する者とが同様  

に混在するケースを考える（0≦α≦l）．各々（P4）2次混合  

モデル，（P5）周遊2次混合モデルと呼ぶ（定式化は省略）・   

3．最適配置の計算例   

東京都区部の町丁目代表点から24点を抽出し，Delaunay  
網を構成して得た図2のネッ．トワークを対象に，距離を最  

短経路で与え，各町丁目の1995年夜間人口を需要として  
（P2）（P3）を解いた結果を図3に示す．但し，同一ノードへ  

の2施設立地を許すためダミーノードを付加した．（P2）の  
解は，クが偶数のとき施設ペアを形成し，その配置は施設  

数〆2個の（Pl）の配置と一致する・pが奇数の場合は施設  

数レ2」個の（Pl）の解とレ2」・1個の（Pl）の解の重ね合わ  

せになる（レ」は∫を超えない最大の整数）・これは，図4  

の1次元連続モデルで示すように，最近隣施設までの距牡  
と第2近隣施設までの距離の捻和が，1つおきの施設群（図  
4では1＿3－5と2－4）までの距柾の稔和におよそ等しく■な  

るため，（P2）の解が図5のようにそれらの施設群の（Pl）解  
の重ね合わせになることで説明できる．これに対し，（P3）  

の解では，クの偶数・奇数を問わず施設は全てペアを形成  

し，レ／2」個の（Pl）の解と同じ配置となる（奇数の場合に  

余る1施設の立地場所は任意）．これは周遊が施設間距離  
をより短くする方向に作用するためと考えられる．   

図6はαを0．1刻みで変化させたときの（P4）（P5）の解で  

ある．αが大きくなるに連れ，（Pl）の解を基点に2施設同  

士が近接し始め，最終的には（P2）（P3）の解と一致する．αが  
一般の値の場合は，必ずしもペアを形成しないが2施設ず  

つが近接した中間的配置となる．（P5）の方が（P4）に比べて  

ペアを形成するαの遷移点が小さい理由は図7で説明で  

きる．需要が一棟に分布する連続平面に同一密度で施設を  

単独に三角格子点状に配置する単独配置パターン（施設間  

距牡α）と，施設ペアを三角格子点状に配置するペア配置  

パターン（同寸‰）で，最近隣施設までの距離を各々吊．，  
第2近隣施設までの距柾を巧，∫2とすれば，古【rl巨0．351α，  

g【r2巨0．678d，g【症g【∫2】＝正和ホ0．496αとなる．遷移点  

では各々g【（ト可〔＋叫〔＋巧）】＝q（トα）∫．＋坤．＋∫2）】及  

びg【（トα）2n＋可1＋n＋巧）】＝E【（l－α）2∫1十α（∫．＋∫2）】が  

成り立つので，（P4）の遷移点はα‡0．800，（P5）のそれは  

α＝0．219となることがわかる．周遊利用者の存在は2割  

程度でも立地に大きく影響を与えることがわかる．   

4．おわりに   

本論文では，最近隣施設選択仮定の緩和が施設クラスタ  

ーの形成をもたらすこと，特に周遊利用者の存在は立地計  
画にとって重要であることを明らかにした．   

有益なご示唆を戴いた東京大学杉原厚舌先生に感謝致  

します．なお，本研究は日本学術振興会特定国派遣研究者  

事業及び科学研尭費補助金による成果の一部である．  

1．はじめに   

施設配置モデルにおける利用者の施設への配分に関し  

ては，最も近い施設に帰属させるという「最近隣施設選  

択」を仮定することが多かった．しかしこの仮定は，施設  
の魅力度や開設時間等のサービス内零の差違，病院と調剤  
薬局のように通常周遊して訪問する等の理由からしばし  

ば成立しない．本論文では，利用者が2番目に近い施設を  

利用したり，周遊距離が最小になる2施設を同時利用した  
りする場合の施設配置問題を定式化し，そうした仮定緩和  
が最適解に与える影響を明らかにすることを目的とする．   

2．モデルの定式化   

基本とするモデルは以下の（Pl）クーmedianモデルである・．   
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弟∈〈0，l〉‥ノードiにおける需要の候補地ノヘの配分  

w′：ノードJにおける需要  

d少‥ノード∫からノまでの距離（d少＝d♪≧0，d′′＝0）  

ク：施設数  

ここで，ノード／の需要が唯一（最近隣）の施設に配分さ  

れることを表す制約式（2）を緩和し，図1（b）のように第2  
近隣施設も利用するように以下の式で置き換える．  

∑∬少＝2，∀i  
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この間題を（P2）2次クーmedianモデルと呼ぶ．次に，利用者  

が2施設を最小移動距離で周遊するように選択する場合  

（図1（C））を考える．この場合，必ずしも最近隣施設と  
第2近隣施設が選択されるとは限らないことに注意され  

たい．目的関数は式（1）に2施設間の距離を加えた，  

Z＝∑∑叫鱗＋Wノす′′ガリズ′′（6）  
fノ  

となる．制約式は，（P2）と同様，（5）（3）（4）である．この（P3）  
周遊2次p－medianモデルは線形化可能（省略）である・   

さらに，最近隣施設のみの利用者と最近隣施設と第2  

近隣施設両方の利用者がl－α：αの比で混在するケース，  
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（b）最近隣及び （c）周遊距離最小  
第2近隣施設  2施設選択  
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図1．施設選択の類型  

（a）最近隣   

施設選択  
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図7．連続平面上における三角格子点状の  

単独配置とペア配置（同一施設密度）  
図4．線分上での（P2）の読み替え（p＝5）  

図3．（P2）2次p－medianモデル，（P3）周遊2次p－medianモデルの最適解  
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囲2．対象ネットワークと  
需要分痛   

園6．2次のウェイトと混合モデルの最適配置の関係（p＝6）  
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